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博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [公表。ただし、項目１３については非公表]

平成２３年度採択プログラム　事後評価調書

プログラム名称 グリーンエネルギー変換工学

構造・機能材料

（学長） 氏名・職名

１． 全体責任者

島田　眞路　（山梨大学長）

Green Energy Conversion Science and Technology

産業界・国内外研究教育機関との連携による基礎・実学融合教育の展開

材料工学、材料化学、複合化学

（③ ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

   　（ふりがな） しまだ　しんじ

氏名・職名

内田　 裕之　　（山梨大学クリーンエネルギー研究センター長・教授）

２． プログラム責任者    　（ふりがな） すぎやま　としゆき

杉山　俊幸　　（山梨大学理事（財務・施設・情報）、副学長）

※共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、取りまとめを行っている大学（連合大学院によるも
のの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

機関名 山梨大学 整理番号 F04

８． 主要細目

７． 主要分科

（①

（① （②

※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

６．
授与する博士
学位分野・名称

グリーンエネルギー変換工学　博士（工学）

プログラム

５． 英語名称

副題

   　（ふりがな）

氏名・職名

１２．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

物質・材料研究機構、産業技術総合研究所電池技術研究部門、日産自動車（株）総合研究所、（株）東芝電力
システム社

９． 専攻等名 大学院医工農学総合教育部・機能材料システム工学専攻[博士課程]、工学専攻機械工学
コース[修士課程]、工学専攻電気電子工学コース[修士課程]、工学専攻応用化学コース[修
士課程]、大学院医学工学総合教育部・クリーンエネルギー特別教育プログラム[修士課程]、
大学院医工農学総合教育部・工学専攻グリーンエネルギー変換工学特別教育プログラム[平
成24年度設置]（平成28年4月改組のため変更）

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．共同教育課程を設置している場合の共同実施機関名

連合大学院として参画している場合の共同実施機関名１１．

類型 F ＜オンリーワン型＞

うちだ　　ひろゆき

コーディネーター

４．

３．

（②

機能材料・デバイス、無機材料・物性

無機工業材料 （③ 機能物質化学

　

                                        （機関名：山梨大学　類型：オンリーワン型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グリーンエネルギー変換工学）



[公表]

プログラム担当者の構成

人

人そのうち、大学等以外に属する者 7

プログラム実施大学に属する者の割合 [ 68.0 %]

プログラム実施大学に属する者 17

4.01 1人 人[ [

人 プログラム実施大学以外に属する者 8

11 人そのうち、他大学等を経験したことのある者

外国人の人数 %] 女性の人数

１４． 計 25 名

%]4.0

（プログラムコーディネーター）

プログラムの実施体制全般
橋梁工学
工学博士

理事（財務・施設・情報）、副学長ｽｷﾞﾔﾏ ﾄｼﾕｷ杉山　俊幸

（プログラム責任者）

役割分担
(平成２９年度における役割)

現在の専門
学位所属(研究科・専攻等)・職名年齢フリガナ氏名

ｳﾁﾀﾞ ﾋﾛﾕｷ内田　裕之

燃料電池分野の高分子電解質に関する教
育研究

高分子化学
博士（工学）

プログラムの企画・運営の統括。
燃料電池分野(固体高分子形, 固体酸化
物形)の教育研究

電気化学
工学博士

クリーンエネルギー研究センター長、大学院医
工農学総合教育部・機能材料システム工学専
攻・教授

クリーンエネルギー研究センター、大学院医工
農学総合教育部・機能材料システム工学専攻・
教授

ﾉﾊﾗ ｼﾝｼﾞ野原　愼士

ｳﾁﾀﾞﾏｺﾄ内田　誠

ﾐﾔﾀｹ ｹﾝｼﾞ宮武　健治

燃料電池分野の電池設計工学に関する教
育研究

電気化学
博士（工学）

燃料電池ナノ材料研究センター、大学院医工農
学総合教育部・機能材料システム工学専攻・教
授

燃料電池分野の電極触媒に関する教育研
究

電気化学
博士（工学）

クリーンエネルギー研究センター、大学院医工
農学総合教育部・機能材料システム工学専攻・
准教授

ｲﾘｴ ﾋﾛｼ入江　寛

太陽エネルギー分野の電子物性・界面物
性に関する教育研究

量子工学
学術博士

太陽エネルギー分野の光触媒および熱電
変換に関する教育研究

材料化学
博士（学術）

クリーンエネルギー研究センター、大学院医工
農学総合教育部・機能材料システム工学専攻・
教授

大学院医工農学総合教育部・客員教授、非常勤
講師

ﾔﾅｷﾞ ﾋﾛｼ柳　博

ﾅﾍﾞﾀﾆ ﾖｳｲﾁ鍋谷　暢一

ﾄﾘｶｲ ｴｲｺ鳥養　映子

太陽エネルギー分野の化合物半導体太陽
電池に関する教育研究

半導体結晶工学
博士（工学）

大学院医工農学総合教育部・機能材料システム
工学専攻・教授

太陽エネルギー分野の酸化物太陽電池材
料に関する教育研究

無機材料科学
博士（工学）

大学院医工農学総合教育部・機能材料システム
工学専攻・教授

ﾜﾀﾞ ｻﾄｼ和田　智志

エネルギー変換材料分野の機能性単結晶
に関する教育研究

結晶工学
博士（工学）

エネルギー変換材料分野の固体科学に関
する教育研究

固体化学
工学博士

大学院医工農学総合教育部・機能材料システム
工学専攻・教授

大学院医工農学総合教育部・機能材料システム
工学専攻・教授

ｲﾇｶｲ ｼﾞｭﾝｼﾞ犬飼　潤治

ｸﾏﾀﾞ ﾉﾌﾞﾋﾛ熊田　伸弘

ﾀﾅｶ ｲｻｵ田中　功

エネルギー変換材料分野の機能性無機材
料に関する教育研究

無機合成化学
博士（工学）

大学院医工農学総合教育部・機能材料システム
工学専攻・教授

エネルギー変換材料分野のナノ表面応用
工学に関する教育研究

燃料電池
博士（理学）

クリーンエネルギー研究センター、大学院医工
農学総合教育部・機能材料システム工学専攻・
教授

武井　貴弘

ﾐﾔｵ ﾄｼﾋﾛ宮尾　敏広

ｺﾐﾔﾏ ﾏｻﾊﾙ小宮山　政晴

ｺﾝﾄﾞｳ ｴｲｲﾁ近藤　英一

新エネルギー工学分野の無機薄膜工学に
関する教育研究

無機材料工学
博士(工学)

大学院医工農学総合教育部・機能材料システム
工学専攻・教授

ﾀｹｲ ﾀｶﾋﾛ

新エネルギー工学分野における環境触媒
科学に関する教育研究

触媒科学
Ph.D.

亀田　常治

ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ ﾄﾘｯｸDonald Alexander Tryk

ｴﾈﾙｷﾞｰ貯蔵工学
工学博士

電気化学
Ph.D.

燃料電池ナノ材料研究センター、大学院医工農
学総合教育部・機能材料システム工学専攻・特
任教授

(株)東芝　電力システム社・電力・社会システ
ム技術開発センター・主幹、大学院医工農学総
合教育部・客員准教授

飯山　明裕

産業連携機関としての人材育成。エネル
ギー変換に関する機械工学の教育研究

燃料電池工学
博士（工学）

産業連携機関の経験を生かした人材育
成。先端科学技術分野の教育研究

燃料電池工学
工学博士

燃料電池ナノ材料研究センター長、大学院医工
農学総合教育部・機能材料システム工学専攻・
特任教授

日産自動車（株）総合研究所・主任研究員、大
学院医工農学総合教育部・客員准教授

ｵｵﾏ ｱﾂｼ大間　敦史

産業連携機関としての人材育成。エネル
ギー貯蔵システムの教育研究

対話形式討論科目による英語教育と計算
機化学分野の教育研究

新エネルギー工学分野の高効率水素製造
に関する教育研究

触媒化学
博士（工学）

燃料電池ナノ材料研究センター、大学院医工農
学総合教育部・機能材料システム工学専攻・特
任教授

ｲｲﾔﾏ ｱｷﾋﾛ

ｶﾒﾀﾞ ﾂﾈｼﾞ

新エネルギー工学分野のマイクロ・ナノ
材料プロセッシングに関する教育研究

マイクロ加工
博士（工学）

大学院医工農学総合教育部・情報機能システム
工学専攻・教授

ペトロナス工科大学・化学工学科・教授、大学
院医工農学総合教育部・客員教授

プログラム担当者１５．

清林　哲 ｷﾖﾊﾞﾔｼ ﾃﾂ
産業技術総合研究所・エネルギー・環境領域・
電池技術研究部門・研究主幹、大学院医工農学
総合教育部・客員教授

水素貯蔵材料
博士（理学）

連携教育・研究機関としての人材育成。
エネルギー材料科学分野の教育研究

　

                                        （機関名：山梨大学　類型：オンリーワン型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グリーンエネルギー変換工学）



[公表]

現在の専門
学位

役割分担
(平成２９年度における役割)

久保　佳実 ｸﾎﾞ ﾖｼﾐ
物質・材料研究機構・ナノ材料科学環境拠点・
主席研究員、大学院医工農学総合教育部・客員
教授

無機材料・物性
博士（工学）

連携教育・研究機関としての人材育成。
ナノ電極材料工学分野の教育研究

柳田　真利 ﾔﾅｷﾞﾀﾞ ﾏｻﾄｼ
物質・材料研究機構・環境・エネルギー材料部
門太陽光発電材料ユニット・主幹研究員、大学
院医工農学総合教育部・客員准教授

光電気化学
博士（理学）

連携教育・研究機関としての人材育成。
太陽電池化学分野の教育研究

妹尾　博
産業技術総合研究所・エネルギー・環境領域・
電池技術研究部門・主任研究員、大学院医工農
学総合教育部・客員准教授

応用電気化学
博士（工学）

連携教育・研究機関としての人材育成。
応用電気化学分野の教育研究

ｾﾉｵ ﾋﾛｼ

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名

　

                                        （機関名：山梨大学　類型：オンリーワン型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グリーンエネルギー変換工学）



[公表（備考欄を除く）]

１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び履修生数

本プログラムの過去のリーディングプログラム応募学生数等について記入してください。

（各年度3月31日現在（ただし平成29年度は提出日現在））

うち留学生数

うち自大学出身者数 - - 14 （1） 19 - 11 - 9 - 9 - 11 -

うち他大学出身者数 - - 5 （3） 8 （6） 11 （10） 11 （9） 5 （4） 7 （6）

うち社会人学生数 - - 4 （3） 2 （2） 5 （4） 7 （6） - - 1 （1）

うち女性数 - - 2 （1） 5 （4） 2 - 1 （1） 1 - 1 （1）

うち留学生数

うち自大学出身者数 - - 14 （1） 14 - 11 - 8 - 9 - 8 -

うち他大学出身者数 - - 5 （3） 8 （6） 9 （8） 7 （5） 3 （2） 4 （3）

うち社会人学生数 - - 4 （3） 2 （2） 5 （4） 3 （2） - - 1 （1）

うち女性数 - - 2 （1） 5 （4） 2 - 1 （1） 1 - 1 （1）

うち留学生数

うち自大学出身者数 - - 14 （1） 14 - 11 - 8 - 9 - 8 -

うち他大学出身者数 - - 5 （3） 8 （6） 8 （7） 7 （5） 3 （2） 3 （3）

うち社会人学生数 - - 4 （3） 2 （2） 4 （3） 3 （2） - - 1 （1）

うち女性数 - - 2 （1） 5 （4） 2 - 1 （1） 1 - 1 （1）

5

15

5

1.33倍

100%

1.00倍

#VALUE! 127%

- 4

- 19

- 4

平成２３年度 平成２４年度

- 15

- 19

平成２５年度 平成２６年度 平成２８年度

6

27

15 15

22

10

15

14

4

15

20

9

平成２７年度

18

   また、有の場合は、プログラム募集定員数（実数）欄には募集予定人数を含めず、下記備考欄へ募集時期とともに記入してください。

平成２９年度

*（今後の募集予定:
有)

プログラム募集定員数
（実数）

15

①
応募
学生
数

6

②
合格
者数

3

1222

6

20

8

12

2

③
②の
うち
履修
生数

3

1122

6

19

7

12

2

- 19

- 4

15

※平成29年度＊（今後の募集予定：有・無）については、平成29年度内に履修を開始する学生を募集予定の場合（秋入学等）は「有」に、募集予定がない場合は「無」に 印を付けてください。

※編入学生がいる場合は、年度ごとの内訳を備考欄に記入してください。

プログラム合格倍率
（応募学生数/合格者数）

（小数点第三位を四捨五入）
1.50倍

充足率
（合格者数／募集定員）

80%

※留学生については、「うち留学生数」にカウントするとともに、うち自大学出身者数、うち他大学出身者数、うち社会人学生数、うち女性数の（）に内数を記入してください。

1.23倍

147%

1.10倍

133%

1.17倍

80%

#VALUE!

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  （機関名：山梨大学 類型：オンリーワン型 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 名称：グリーンエネルギー変換工学）



 [公表（備考欄を除く）]

M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計
(D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5)

0 0 0 0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0 0 0 0

13 6 19 13 6 19 8 5 13 8 8 8 8 0

うち留学生数 0 4 4 0 4 4 0 3 3 0 0 0 0 0

うち自大学出身者数 12 2 14 12 2 14 7 1 8 7 7 7 7 0

うち他大学出身者数 1 4 5 1 4 5 1 4 5 1 1 1 1 0

うち社会人学生数 0 4 4 0 4 4 0 4 4 0 0 0 0 0

うち女性数 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 0

15 7 22 15 6 21 2 6 8 2 1 3 3 3

うち留学生数 3 3 6 3 2 5 0 2 2 0 0 0 0 0

うち自大学出身者数 10 4 14 10 4 14 1 4 5 1 1 2 2 2

うち他大学出身者数 5 3 8 5 2 7 1 2 3 1 0 1 1 1

うち社会人学生数 0 2 2 0 2 2 0 2 2 0 0 0 0 0

うち女性数 4 1 5 4 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0

12 7 19 12 7 19 4 6 10 1 3 3 7

うち留学生数 3 4 7 3 4 7 1 3 4 1 0 2 3

うち自大学出身者数 8 3 11 8 3 11 3 3 6 0 3 1 4

うち他大学出身者数 4 4 8 4 4 8 1 3 4 1 0 2 3

うち社会人学生数 1 3 4 1 3 4 1 2 3 1 0 1 2

うち女性数 1 1 2 1 1 2 0 1 1 0 0 0 0

11 4 15 11 4 15 4 2 2 8

うち留学生数 2 3 5 2 3 5 1 2 1 4

うち自大学出身者数 8 0 8 8 0 8 3 0 0 3

うち他大学出身者数 3 4 7 3 4 7 1 2 2 5

うち社会人学生数 1 2 3 1 2 3 0 1 1 2

うち女性数 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

11 1 12 11 1 12

うち留学生数 1 1 2 1 1 2

うち自大学出身者数 9 0 9 9 0 9

うち他大学出身者数 2 1 3 2 1 3

うち社会人学生数 0 0 0 0 0 0

うち女性数 1 0 1 1 0 1

10 1 11

うち留学生数 2 1 3

うち自大学出身者数 8 0 8

うち他大学出身者数 2 1 3

うち社会人学生数 1 0 1

うち女性数 0 1 1

0 0 0 0 0 0 13 0 6 0 0 19 15 13 7 6 0 41 12 15 15 6 5 53 11 12 6 15 6 50 11 11 5 6 15 48 10 11 7 5 8 41

うち留学生数 12

うち自大学出身者数 26

うち他大学出身者数 15

うち社会人学生数 5

うち女性数 2
11

10

0

平成２９年度

8

0
プログラム履修生以外で、プログラ
ムのカリキュラムの一部を受講して
いる学生数

0 0 0 0

※「１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び履修生数」と整合性を取ってください。
※「修了者数」の平成２９年度については、修了予定者数を記入してください。満期退学者は修了者には含まないでください。
※「就職者数」にはプログラムを修了後に就職した者（起業した者も含む）のみをカウントしてください。
※辞退者（Ｑ.Ｅ.によるものも含む）や満期退学者がいる場合は、年度毎の内訳およびその理由を備考欄に記入してください。

0 0 2 8

就職者数 0 0 2 7

平成
２７
年度
選抜

計

修了者数

平成
２９
年度
選抜

平成
２８
年度
選抜

平成
２６
年度
選抜

平成２６年度 平成２７年度

平成
２３
年度
選抜

平成２８年度平成２５年度

平成
２４
年度
選抜

平成
２５
年度
選抜

１７．プログラムの履修生数・修了（予定）者数

①区分制及び一貫制博士課程

プログラムの履修生数等

平成２３年度 平成２４年度
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リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入して
ください。） 

＜概要＞ 人類が直面している最も大きな課題の一つであり、我が国の新成長戦略分野の一つとして
位置づけられているグリーンエネルギーの変換と貯蔵に関する科学技術の飛躍的発展が強く望まれて
いる。本プログラムでは、エネルギー変換工学とその経済性に広い視野角を持ちグローバルに活躍す
るグリーンイノベーション創出のリーダーを、産学官が理念を共有した教育体制により育成する。 
＜特色＞ 本学が燃料電池分野の大学院GP(国際燃料電池技術研究者の基礎実学融合教育)などで培っ
てきた独自の教育方法を、これと密接に関連してトップクラスに成長してきた本学の太陽エネルギー
分野、エネルギー変換材料分野、新エネルギー工学分野に発展的に拡張する。社会人や外国人を含む
学生が自ら目標設定して切磋琢磨できる環境の整備を目的として、大学院・医学工学総合教育部に「グ
リーンエネルギー変換工学特別教育プログラム」を2012年度に新設した。保証する博士人材の能力は、
1)地球環境への高い倫理観と先見性、2)基礎と実学の融合による俯瞰的能力（充分な基礎学力と先端
分野の高い専門性）、3)エネルギー変換工学およびその経済性に対する広い視野角の見識、4)各種のエ
ネルギー変換法をベストミックスできる高い応用力と展開能力、国際標準化への対応力、5)グローバ
ルコミュニケーション能力と討論能力、6)リーダーシップとマネジメント能力 などである。これまで
の産業界・国内外研究教育機関との連携実績を最大限に活用、強化拡充し、専門性・実践性・国際性
の質を保証する新しい博士教育課程を構築する。 
 国内外に開かれた公正で厳格な入学試験（秋期
入学にも対応）を行い、定員15名中、学外出身者
50%以上、留学生20%以上を目標とする。各学生が
4分野からメジャーとサブメジャー分野を選定し、
自ら学習目標を設定して履修計画を立てる。各学
生には複数分野の教員によって構成される指導教
員グループを割り当てる。その主(副)指導教員は、
企業経験者を含む多彩な本学担当教員と支援教員
に加え、連携講座が設置される連携教育研究機関、
産業連携教育機関の教員も担当し、広い専門的視
点から学生を育成する。学生が、他機関、異分野
の教員や学生等と討論を交わす“他流試合”の機会
を設けて視野を広げ、討論能力の向上を目指す。
充分な基礎学力養成のための科目群を配し、成績優秀者をマイスターとして認定する。外国人教員に
よる対話形式討論科目により英語能力を向上させ、修了時にはネイティブと英語で対等に討論できる
能力を養成する。2年次には関連企業でのインターンシップ（約1ケ月）を必修とし、実学の研鑽を積
む。2年次には、修士論文の代替となる厳格な中間審査（Qualifying examination 1）を実施する。なお、
前期課程で修了を希望する学生には修士論文作成を課し、審査合格者に修士(工学)の学位を授与する。
この段階でも、大学院GPと同等以上の修士学位の質が保証され、就職や他の大学院進学への道が開か
れている。 
 後期課程では、メジャー分野の最終決定と指導教員グループの再構成を行う。後期2年次にはグロー
バル協働教育機関での長期海外留学を実施する。カリフォルニア工科大学、ミュンヘン工科大学、ソ
ウル大学など15機関と連携して大学院教育を行う。これら海外連携機関にはサテライトオフィスを設
け、本学と現地の学生や教員の相互交流窓口とする。また、国際ヤングサマーセミナーの企画運営へ
の積極的な参加により、リーダーシップと将来にわたるネットワークが育まれる。博士論文の執筆条
件として博士適性審査（Qualifying examination 2）を行う。論文審査は全て英語で行う。審査委員には
国内外の連携機関から各々1名以上が加わり、博士（工学）の学位の質を保証する。  
＜優位性＞ 本学では、燃料電池実験施設(文部省令 1978 年)、クリーンエネルギー研究センター(文部

省令 2001 年)、燃料電池ナノ材料研究センター(2008 年)を設置するなど、燃料電池の研究・教育の国

際的拠点形成をめざしたユニークな活動を推進してきた。教育面では、クリーンエネルギー特別教育

プログラム(学部・修士 6 年一貫教育)、大学院 GP などによる特色ある人材を育成してきた。研究面で

は、文科省リーディングプロジェクト、NEDO プロジェクトなどの大型国家プロジェクト研究を推進

し、世界最先端の研究設備が整備されている。そのような先端施設と産業界との強固な信頼関係を活

かし、国内外の研究機関や企業から、幅広い専門性やトップエンジニアの経験を持つ教員ならびに新

進気鋭の博士研究員等の人材を結集し、約 40 名の学生(学部 4 年生、修士、博士課程生)に高密度な教

育(学生数／教員数=1.8)を推進している。これらの基礎と実学を融合させた活動と成果は国内外から高

く評価され、これまでの論文数 247 報の被引用回数は約 1 万回にも達している。永年の共同研究を通

じて汲み上げてきた産業界の人材育成に関する要望と本プログラムの理念はまさに一致している。 
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プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなど
について、プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連携先
機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携大学院教育研究機関】 

日産自動車総合研究所、東芝電力ｼｽﾃﾑ社、物質・材料研究機構、産業技術総合研究所、ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ州立大学、

ﾊﾞｰﾐﾝｶﾞﾑ大学、ﾐｭﾝﾍﾝ工科大学、ﾓﾝﾍﾟﾘｴ大学、ﾎﾟｱﾃｨｴ大学、中国科学院北京化学研究所、ｿｳﾙ大学、大邱 

慶北科学技術大学、ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ工科大学、ｶﾅﾀﾞ国立研究所燃料電池研究所、ﾏｯｸｽﾌﾟﾗﾝｸ研究所、武漢大学、 

ﾎﾟｰﾙｼｪﾗｰ研究所、ﾊﾉｰﾊﾞｰ大学、ｻｲﾓﾝﾌﾚｰｻﾞｰ大学、ﾆｭｰﾖｰｸ州立大学、ｶｰﾃｨﾝ大学 
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プログラムの成果 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成するという観点
に照らし、学生や修了者の活躍状況を含め、アピールできる成果について記入してください。） 

1. リーダーを養成する学位プログラムの確立  

 低炭素持続社会構築のため、グリーンエネルギーを効率的かつ経済的に変換・貯蔵する画期的な科

学技術開発の中心となってグローバルに活躍するリーダーを養成する基礎・実学融合教育を構築した。 
・燃料電池、太陽エネルギー、エネルギー変換材料及び新エネルギー工学の 4 分野から学生がメジャ

ー、サブメジャー分野を選定し、自ら学習目標を設定して履修計画を立てる。各学生には企業の研究

開発リーダー経験者を含む幅広い分野の教員と連携教員からなる指導教員グループを割り当てた。 
・研究室での日々の直接指導に加えて、他機関、異分野の教員や学生等と討論を交わす”他流試合”

を通じて、個々の学生の習熟度をチェックしながら適切に指導することによって、学生は多様な思考

方法、研究の進め方を修得できる体制になっている。また、学生による査読付き論文及び国際学会発

表のうち、サブメジャー分野の教員が共著者に加わっている割合は 20%を超え、着実に増加している。 
・充分な基礎学力養成のための基盤科目群を配し、成績優秀者をマイスターとして認定した。また、

外国人教員による対話型科目により、修了時には英語で対等に討論できる能力を養成した。修了生へ

のアンケート調査では、英語コミュニケーション力の向上への顕著な有効性が示された。 
・全ての講義、特別講義をいつでも自発的に受講できる環境を確保するため、オンデマンド講義シス

テムを整備した（特別講義は学内に公開）。また、後期課程からの入学者の質保証のため、特徴ある科

目のオンデマンド履修にも活用した。総視聴回数、時間ともに増加し、マイスター認定者も増加した。 
2. 産学官参画による修了者のグローバルリーダーとしての成長及び活躍の実現性 

・国内外の多くの産学官機関が本プログラムに積極的に参画し、産業界の事例を含む講義のみでなく、

国際セミナーに参加して大学教員とは異なる視点で討論している。また、中間審査、博士適性審査、

博士論文公聴会で審査員を務め、幅広い知識の定着と応用力の育成が行われている。 
・多くの企業の協力を得たインターンシップにより実学の研鑽を積み、汎用力が涵養されている。 
3. グローバルに活躍するリーダーを養成する指導体制の整備 

・海外 17 機関とグローバル協働教育ネットワークを形成し、学生相互交流、相互協働教育、半年間の

グローバルインターンシップ、国際セミナー等でコミュニケーション能力と汎用力が涵養されている。 
・著名な講師と国内外の学生と交流できる国際セミナーの企画運営への自主的参加によりリーダーシ

ップと将来に亘るネットワークを育み、ポスター発表やグループ討論を通じて討論能力も鍛錬されて

いる。また、月例研究発表会での異分野学生同士の討論、第一線の研究者による特別講義、外国人教

員を含む複数教員指導体制、特に、産業界等の連携教員の継続的指導がリーダー養成に有効である。 
4. 優秀な学生の確保 

・教育・研究内容、入試情報、学生の受賞、その他活動報告などを専用 Web サイトを通じ積極的に発

信し、また国内外大学等での説明会、パンフレット、年報配布等により広報した。年 2 回の入学者選

抜と経済的支援（RA と研究奨励金）を実施し、各年度ともに定員をほぼ満たす学生が確保できた。 
・優秀な外国人留学生選抜のため、書類審査と複数教員による Web 予備面接の合格者のみに最終試験

を本学の他、必要に応じて連携機関等の現地で実施した。留学生比率は目標通り 20～30%であり、日

本人学生が日常的に英語で意思疎通、議論・討論する機会を得て、留学の準備が自然に整っている。 
・国内外の学会で優秀講演賞や優秀ポスター賞を受賞した。2013 年以降 4 年間のポスター賞受賞は合

計 19 件であり、米国電気化学会での第 2 位や第 3 位なども含まれている。また、優秀講演賞は 8 件

で、特に 28 年度は 5 件受賞し、英語発表能力の向上が示された。 
・社会人、留学生、他大学出身学生を含む多様なプログラム学生は、相互に大きな刺激を受けている。

特に月例研究発表会での発表能力と討論能力の著しい向上は、切磋琢磨による効果が大きい。 
5. 世界に通用する確かな質保証システム 

・中間審査、博士適性審査、学位審査の 3 段階からなる学位審査体制を構築した。博士適性審査、博

士論文執筆と公聴会は全て英語で行った。審査員には必ず国内外の連携機関から各 1 名が加わり、公

正で厳格な審査を行って世界に通用する確かな質保証システムとなった。 
6. 事業の定着・発展 

・事業の定着のため、学長を中心とした全学マネジメント体制を構築した。推進・運営委員会にてプ

ログラム実行計画を策定し、担当教員全体会議で入試、学位審査等の課題を協議・実行した。自己評

価委員会では設定項目を評価し、外部評価委員会でのコメントを含めてフィードバックしている。 
・本プログラムの後継となる特別教育プログラムを 30 年度に開設して大学院教育をさらに充実させる

ことを第 3 期中期目標・中期計画に書き込んだ。それに従って 30 年度の博士課程改組では、工学専

攻エネルギー物質科学コース・グリーンエネルギー変換工学分野を新設する。 
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プログラムの成果 
（大学院改革につながる教育研究組織の再編等の学内外への波及効果や課題の発見について記入してください。） 

(1) 大学院組織の改革 

平成 28 年度に大学院修士

課程、平成 30 年度に博士課

程(予定)の改組をそれぞれ実

施した。改組では、①学部・

修士の 6 年一貫教育による専

門職業人養成課程、②高度専

門職学位課程（教職大学院）、

③キャリアパスを明示した体

系的な博士課程による世界を

牽引するグローバル・ビジネ

ス・エリートおよび研究者養

成課程、を基本方針とし、5
年一貫博士課程であるリーデ

ィングプログラムを発展的に

定着することとした。高度な

専門的知識と俯瞰的な見方、専門応用能力、コミュニケーション能力、国際性を兼ね備え、新しい分

野や融合分野に挑戦できる人材の育成を目指し、専攻間の壁を越えた教育体制を整えた。具体的には、

工学系を一専攻に統合して「工学専攻」とし、工学に共通なシステムに対する高度な数理的視座や現

代の産業や社会活動が自然環境に与える影響に関する見識を培う科目群を全大学院生が履修すること

とした。リーディングプログラムで先行して開講していた必修科目「科学者倫理」は、国際的リーダ

ーを目指す博士人材の職業的倫理を涵養するために大変有効であることが実証できたため、新大学院

では修士課程、博士課程いずれにも総合教育部全体の共通必修科目として設定した。 

修士課程は工学部 7 学科に対応した 7 コースといずれの学科からも進学できる「グリーンエネルギ

ー変換工学特別教育プログラム」を設置し、リーディングプログラムを継続して実施している。一専

攻内に全コースとプログラムが設置されているため、教員は勿論、学生に対してもリーディングプロ

グラムの教育研究内容が広く認知されることとなり、優秀な学部学生の大学院進学意識を向上させる

ことに繋がった。工学専攻共通科目として、「キャリアマネジメント」、「サイエンスコミュニケーショ

ン」を新規に開講し、学位取得後の進路や国際的なプレゼンテーション能力を養成している。 
博士課程では、工学専攻内に 3 コース（エネルギー物質科学、システム統合工学、環境社会システ

ム学）を設置し、分野横断的に柔軟な指導教員グループ(博士指導資格を有する教員 4 名で組織)を編

成する教育体制を整えた。エネルギー物質科学コース内にはグリーンエネルギー変換工学分野を設置

し、リーディングプログラムの教育課程を継承して実施する。上述の「科学者倫理」に加えて、博士

課程全学生が履修する必修科目として「医工農総合特論」も設定した。リーディングプログラムの「イ

ノベーションマネジメント特論」および「国際標準化特論」を発展的に総合した「リスクマネジメン

ト特論」を工学専攻共通科目に設定した。以上のように、リーディングプログラムが本学の大学院改

組に大きな波及効果を及ぼし、独自の博士教育課程の構築に大いに貢献した。 
(2) 学内研究組織の改革 

リーディングプログラムにおいて異なる専門の複数教員がきめ細かな少人数教育（担当教員一人当

たり 1.28 人の学生数）を行うことが、大学院学生の俯瞰的な能力を涵養する上で効果的であることを

実証できた。そこで平成 26 年度にプログラムの実施と並行しながら教員組織の改組を行い、これまで

専門分野別に異なる部局に分類されていた教員が全員同じ「大学院総合研究部」に所属することとし

た。研究部は博士課程教育部の各専攻に対応した学域・学系から構成されており、全専攻で教員の専

門分野に捉われない柔軟な指導が可能となった。また、大学教育研究開発センターと留学生センター

を発展的に改組し、大学教育センター、教養教育センター、国際交流センター、教育国際化推進機構

を設置し、グローバル人材育成体制を強化した。平成 26 年度には教員人事や予算やスペース配分など

重要事項の審議を行う「大学院総合研究部会議」（学長が議長）を立ち上げ、大学運営を全学的視点に

立って戦略的に取り組む体制を整備した。さらに、平成 28 年度には研究推進・社会連携機構を設立し、

研究の推進支援と知的財産の戦略的活用を通じて広く社会と連携し、社会に貢献する体制も整備した。

URA（University Research Administrator）室や水素・燃料電池技術支援室も統括する組織であり、

リーディングプログラムはじめ大学院での研究支援やマネジメントの強化を行っている。 
 




